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診療部長

  

浅山 縁

 

　当院では、ESWL を、1988 年に熊本県で最初に導入いたしました。現在では毎年 1000 例以上の結石患者さん
の治療を行ない、全国でも有数の治療数を誇っています。同時に 2 台稼動させることが出来ますので、痛みで苦し
まれておられる場合には受診当日の治療が可能となります（10ｍｍ以下の結石であれば、1 回で破砕できる確率は
86％、5ｍｍ以下ならほぼ 100％です）。腎結石の場合、腎被膜下血腫が起こる危険性があり、1 泊入院をお勧めし
ておりますが、血腫の発生は腎結石治療 43 例中 1 例の割合で、保存的に軽快しております。
　外来で治療が出来るため、治療の第一選択になると考えます。

　尿路内（腎臓・尿管・膀胱・尿道）に結石が存在する疾患が尿路結石です。腎臓・尿管の結石は上部尿路結石、
膀胱・尿道の結石は下部尿路結石といいます。

　

 ESWL（体外衝撃波結石破砕術）   TUL（経尿道的尿管砕石術）   PNL（経皮的腎結石破砕術）

　上記の３つの治療法があり、当院ではどの治療も可能です。TUL と PNL の手術は全身麻酔下で行ない、それぞ
れ入院期間が数日間および 2 週間程度必要になります。今回は当院で最も症例数の多いＥＳＷＬについて紹介をい
たします。

体外衝撃波結石破砕術
　　　　     当院における結石手術

体外衝撃波結石破砕術
extracorporeal shock wave lithotripsy

　上部尿路の結石の割合は尿路結石全体の約 95％を占めます。硬く凹凸の
ある石が尿路の狭い場所などにひっかかり通過障害などをおこすため、特
に尿管結石では突然の強い痛みがでて、救急外来などを受診されることが
多いのが特徴です。結石が小さければ（一般的には長径 3 ～ 4mm 以下で
あれば）自然に尿とともに排出（排石）されることも多いのですが、ある
程度以上の大きさの結石や尿路に狭い部分がある場合は、自然な排石はあ
まり期待できないようです。上部尿路結石の治療には、排石を促すような
薬を使用したりする保存的治療（経過観察）と、
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　安心・安全な手術を目指し、常勤の麻酔科医師による全身麻酔下で手術を行っています。
　2017 年４月より、麻酔科医師が２名となり、更に盤石な体制を整えています。

浅山　縁　　　　　医師

　ＥＳＷＬ治療の適応は、レントゲンで確認可能な径が 10mm 程度までの比較的小さめの結石ですが、大
きめの結石でも行なうこともあります。治療は前もって痛みを抑える座薬や注射をしたあと、患者さんに
はベッド状の台の上に仰向けまたはうつぶせで休んでいただきます。台の中央付近から衝撃波が出るしく
みになっており、位置合わせを行なったあとレントゲンで結石を確認しながら、結石に衝撃波を当てて少
しずつ砕いていきます。衝撃波は患者さんの下から、垂直に入射されます。結石までの距離を最短にし、効率
よく破砕していきます。
　治療後に小さな破片となった石は尿とともに体外へ排出されます。１回の治療時間は約 50 分程度です。

   尿管結石の場合は外来や日帰り入院で可能ですが、腎結石については治療中や治療後に出血し、腎臓の
周囲に血液が貯まる（血腫）を起こすことがまれに（1 ～ 2％）ありますので、安静および経過観察のため
１泊入院していただいています。比較的小さめ結石では、１回の治療で砕石・排石されることが多いので
すが、大きめの結石では１～２週間程度の間隔を置いて複数回の治療が必要になることもあります。

体外衝撃波結石破砕術 (ESWL)
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　5月13日、院内お見知り会を実施しました。コロナで希薄になっている職員間の交流を考えて行なわ
れました。また、コロナ禍で3年間行なわれなかった新職員歓迎会としての側面もあり、多くの参加者で
にぎわいました。
　感染対策のため、全出席者に抗原定性検査を実施し、また、会話をするときはマスクをするという決ま
りを設け安全対策を徹底し実施されました。
　会場ではBBQだけでなく、当院自慢の栄養科の方々に腕を振るってもらい、おいしい料理に舌鼓を打
ちました。理事長からも、珍しい焼酎や洋酒などの差し入れなどがあり、職員の笑顔と笑い声が絶えない
楽しい会となりました。
　今後もお互いにコミュニケーションをとり合い、当院一丸となって患者さんに対応してゆきます。

「ホテル和食料理長の経験を活かして」　
　　　　　　　　　　　　　　栄養科　志柿　徳康

新職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

和  食 

開会のあいさつは 院長先生から

　調理師になり30年、和食調理一本で仕事をしてまいりました。「和食」というものに、ずっと誇りを
持ち続けてきました。しかしその間、大変な事が何度もありました。熊本大地震では突然の解雇、コロ
ナ禍では長期休業を余儀なくされました。今後、料理の仕事やサービス業がどうなって行くのか、大き
な不安を覚えました。
　私も現在50歳を迎えており、長年の目標であった「料理長」も経験できました。自分の中では一区切
と考えるようになり、これまでの経験や知識で、次に、何に挑戦ができるか思案していました。
　そのような折、当院の求人を見つけ、「これだ」と思いました。入院されている患者さんにとって、
食事は大きな楽しみのひとつです。患者さんや当院におおきく貢献できると思い、すぐ応募しました。
病院食調理の大変さなど、今までやってきた事とは違う事も分かってのチャレンジです。
　「熊本泌尿器科病院の食事はとても美味しいし、綺麗︕」
　そんな言葉が届くよう、一生懸命頑張っています。
　大型新人（太ってる）ですが、よろしくお願いします。
                               

へのこだわり

を迎えてのお見知り会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

熊本泌尿器科病院 information

美味しいお肉とお酒で和気あいあい
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